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研究成果の概要：　高校生の精神的健康に対する教師サポートと学生生活関連ストレス認知の関連について検討
した．その結果，教師による勇気づける，励ます，共感するなどの情緒的サポート期待は，「友人」，「学
業」，「教師」に起因するストレス認知の軽減に貢献し，間接的に精神的健康に好影響を与えることが示唆され
た．また，教師による勇気づける，励ます，共感するなどの道具的サポート期待は，「友人」，「教師」，
「親」に起因するストレス認知の軽減に貢献し，間接的に精神的健康に好影響を与えることが示唆された．

研究分野： 学校保健
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究結果の学術的意義は，ソーシャルサポートがストレス認知を介してストレス反応に影響を与えるとする
ストレス認知理論に準拠した概念モデルが実証データによって支持されたことが挙げられる．また，本研究結果
の社会的意義は，高校教師が生徒のストレス要因に配慮した支援方法の必要性を示したことである．
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１．研究の目的 
本研究は，教師が高校生の学生生活に関連するストレスの要因に配慮したサポートの提供に

おける知見を得ることをねらいとして，高校生の精神的健康に対する教師によるサポート期待
（情緒的サポート，道具サポート）と学生生活関連ストレス認知（友人，学業，教師，親）の
関連を明らかとすることを目的とした 
 
２．研究成果 
（１）方法 
 仮説モデルは，教師へのサポート期待（情緒的および道具的サポート）が学生生活関連スト
レス認知（親・友人・教師・学業）を介して精神的健康に影響を与えるとした関連モデルを設
定した．統計解析には，高校生 344 人分のデータを使用し，構造方程式モデリングにより関連
モデルのデータに対する適合性と変数間の関連性を検討した．また，モデルには性別（0＝男・
1＝女），学年を統制変数として投入した．なお，本研究は，ヘルシンキ宣言に基づき対象者の
心身の保護を十分に行ない，倫理委員会および高等学校長の承認を得て実施した．申告すべき
利益相反はない． 
（２）結果 
 教師への情緒的サポート期待が学生生活関連ストレス認知を介して精神的健康に影響を与え
るとした関連モデルのデータへの適合度は，CFI＝0.980，RMSEA＝0.047 であり，統計学的許容 
水準を満たしていた（図 1）．変数間の関連性は，情緒的サポート期待と学生生活関連ストレス
認知における友人，学業，教師に起因するストレス認知とは有意な負の関連性を示していた
（-.202，-.159，-384）．また，学生生活関連ストレス認知と精神的健康とは有意な正の関連性
を示していた（.572）．なお，本分析モデルにおける精神的健康に対する寄与率は 35.9％であ
った．教師への道具的サポート期待が学生生活関連ストレス認知を介して精神的健康に影響を
与えるとした関連モデルのデータへの適合度は，CFI＝0.990，RMSEA＝0.038 であり，統計学的
許容水準を満たしていた（図 2）．変数間の関連性は，道具的サポート期待と学生生活関連スト
レス認知における友人，教師，親に起因するストレス認知とは有意な負の関連性を示していた
（-.203，-.400，-143）．また，学生生活関連ストレス認知と精神的健康とは有意な正の関連性
を示していた（.568）．なお，本分析モデルにおける精神的健康に対する寄与率は 35.5％であ
った． 
（３）まとめ  
本研究結果は、教師は高校生のストレス要因に配慮した支援の必要性を示唆している．具体

的には，学業に起因するストレス認知に対しては，情緒的サポート期待が有効である可能性が
あり，親に起因するストレス認知に対しては道具的サポート期待が有効である可能性が示され
た．また，友人や教師に起因するストレス認知に対しては情緒的・道具的サポート期待の両方
が有効である可能性が示された． 
 今後は，本研究結果をもとに介入研究等を実施することにより，更に実践的な知見を得るこ
とができるであろう． 
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